
天竜川の湧水ワンドで群れるオイカワ、アブラハヤ（2019 年 11 月）
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目名 科名 種名 調査年度
H4 H9 H14 H19 H24 H29

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウナギ ウナギ ニホンウナギ ○ ○
コイ コイ コイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ（飼育品種） ○ ○
コイ属 ○
ゲンゴロウブナ ○ ○ ○ ○
キンギョ ○
ニゴロブナ ○
ナガブナ ○ ○ ○
キンブナ ○
ギンブナ ○ ○ ○ ○ ○
フナ属 ○ ○ ○ ○
タイリクバラタナゴ ○ ○ ○ ○ ○
オイカワ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カワムツ ○ ○ ○ ○
アブラハヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウグイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モツゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タモロコ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゼゼラ ○ ○ ○
カマツカ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ニゴイ ○ ○ ○
ニゴイ属 ○
スゴモロコ ○ ○ ○

ドジョウ ドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カラドジョウ ○ ○ ○
シマドジョウ種群 ○ ○ ○ ○ ○ ○
トウカイコガタスジシマドジョウ ○ ○

ナマズ ナマズ ナマズ ○ ○ ○ ○ ○
アカザ アカザ ○ ○ ○ ○ ○

サケ キュウリウオ ワカサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アユ アユ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サケ アメマス類×アマゴ ○

ニッコウイワナ ○ ○
アメマス類 ○
ニジマス ○ ○ ○ ○ ○
サクラマス（ヤマメ） ○
サツキマス（アマゴ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダツ メダカ ミナミメダカ ○ ○
メダカ類 ○ ○
ヒメダカ ○

スズキ サンフィッシュ ブルーギル ○ ○ ○
オオクチバス ○ ○ ○ ○
コクチバス ○ ○

カジカ カジカ ○ ○ ○
ハゼ ヌマチチブ ○ ○ ○

カワヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○
トウヨシノボリ類 ○ ○ ○ ○
ヨシノボリ属 ○ ○
ウキゴリ ○ ○ ○ ○
ビリンゴ ○
ジュズカケハゼ ○
ウキゴリ属 ○

8 目 13 科 47 種 19 28 31 36 32 33
※調査回数：H4 ～ H14 は調査 2 回（春季、秋季）、H19 ～ H29 は 3 回（春季、夏季、秋季）

　個体数の優占 5 種による個体数割合の比較

　　　河川水辺の国勢調査による確認種数の比較

これまでの河川水辺の国勢調査による確認種は 8 目 13 科 47 種である。
平成 29 年度調査での確認種は 7 目 12 科 33 種で、全体の約 7 割である。
天竜川の個体数優占種であるウグイ、オイカワ、カワヨシノボリ、カワムツ、

カマツカの捕獲個体数が少ない傾向であった。その一方で、その他の種の合計個
体数は、平成 24 年度調査に比べて増加した。

確認種
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魚　種 全　長
コイ 18cm 以下
フナ・ウグイ 10cm 以下
オイカワ 8cm 以下
ウナギ 30cm 以下
イワナ・アマゴ・
ニジマス 15cm 以下

魚　種 天竜川漁業協同組合 下伊那漁業協同組合

アユ 1 月 1 日～解禁日
解禁日は毎年組合が定める

1 月 1 日～解禁日
解禁日は毎年組合が定める

カジカ 3 月 1 日～ 5 月 15 日 3 月 1 日～ 5 月 15 日

イワナ・アマゴ・
ニジマス 10 月 1 日～翌年 2 月 15 日 10 月 1 日～翌年 2 月 15 日

その他の魚
ウナギ・コイ
フナ・ウグイ
オイカワ
ドジョウなど

禁漁期間はない
禁漁期間はない
ただし、ウグイ・オイカワのご
ろびき漁具の使用は 1 月 1 日か
ら組合が定める日まで禁止する。

河　川 禁止区間

天竜川

下伊那郡天龍村平岡の平岡発電所平岡ダムから上流 330m に至る区域
下伊那郡泰阜村の泰阜発電所泰阜ダムから上流 300m、下流 670m に至る区域
駒ヶ根市中沢の吉瀬ダム堰堤から上流 55m、下流 275m に至る区域
駒ヶ根市東伊那の大久保ダム堰堤から上流 55m、下流 275m に至る区域
辰野町大字平出の農業用水取水堰堤から上流 55m、下流 180m に至る区域

早木戸川 下伊那郡天龍村神原の早木戸発電所取水堰堤から上流 100m、下流 100m に至る区域
松川 飯田市上飯田の松川ダムから上流 100m、下流 100m に至る区域

三峰川
高遠町大字勝間の高遠ダム堰堤から上流 100m、下流 100m に至る区域
長谷村大字非持の美和ダム堰堤から上流 100m、下流 100m に至る区域
長谷村大字黒河内の長野県三峰川砂防堰堤から上流 110m、下流 110m に至る区域

横川川 辰野町大字横川の横川ダム堰堤から上流 200m、下流 300m に至る区域

長野県内の天竜川水系は、北部の上伊那地方を天竜川漁業協同組合が、南部の
下伊那地方を下伊那漁業協同組合が、支川の遠山川水系を遠山漁業協同組合が、
それぞれ管轄しています。

ここでは、天竜川本川を管轄する天竜川漁業協同組合と下伊那漁業協同組合が
定める規則の一部を紹介します。魚を捕獲する際には、長野県漁業調整規則及び
各漁業協同組合が定める規則を守ってください。

■ 遊漁料
魚を捕獲するにあたっては、その水域を管轄する漁業協同組合に遊漁料金を払

う必要があります。遊漁料金の設定は、漁業協同組合ごとに異なります。
■ 禁漁期間

魚種ごとに捕獲してはならない期間が決められています。また、漁業協同組合
によっても期間は異なります。

■ 捕獲方法の制限
魚を捕獲する道具、方法が制限されており、国や県の許可を受けなければでき

ない漁法もあります。
竿を使う釣りは、比較的制限が少ない方法で、最も一般的な捕獲方法です。投

網、すくい網（タモ網）なども使用できますが、網目の大きさや使用できる区域、
期間などに細かな制限があります。

捕獲道具や捕獲方法の制限の内容は、各漁業協同組合によって異なります。そ
のため、魚を捕獲する場合は事前に漁業協同組合に確認するようにしましょう。
■ 禁止区域

魚を捕獲してはならない区域が規定されています。下記の表に示した区域では
魚を捕獲しないようにしましょう。

■ 魚の大きさの制限
魚の種類によって、捕獲してはならない

大きさが規定されています。右の表に示す
大きさの魚は捕獲しないようにしましょう

（天竜川漁業協同組合・下伊那漁業協同組合共通 ）。

ここに示した規則は、各漁業協同組合で定められた事柄の一部に過ぎません。
不明な点は各水域を管轄する漁業協同組合に問い合わせた上で、川に出かけて下
さい。長野県内の天竜川水系を管轄する漁業協同組合の連絡先を以下に示します。

〈 天竜川漁業協同組合 〉
　長野県伊那市狐島 4445　
　Tel 0265-72-2445

〈 下伊那漁業協同組合 〉
　長野県飯田市松尾明 7499　
　Tel 0265-23-0327

〈 遠山漁業協同組合 〉
　長野県飯田市南信濃和田 1257　
　Tel 0260-34-2201

魚を捕獲してはならない主な区域
禁漁期（捕獲してはならない時期）

魚の大きさの制限
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　同一種であるが、形態的・生態的に特殊化し
た形質を持つ集団が存在する場合、各集団を亜
種という。あくまで同一種であるため、亜種間
では生殖が可能である。

　下流側の水位の変化が上流側の水位に影響を
及ぼす現象でその範囲を背水区間ともいう。ダ
ム湖などの止水域では、流れ込む河川の流入エ
リアのことを指すことがある。

　BOD は、生物化学的酸素消費量とも呼ばれる
水質指標。水中の有機物などを微生物が分解す
るのに必要とされる酸素の量。
　COD は、水中の被酸化性物質（有機物以外
も含む）を酸化するのに必要な酸素の量。
　ともに量が多いほど、水が汚れている指標と
なる。

　生物遺体や生物由来の物質の破片や微生物の
死骸、あるいはそれらの排泄物を起源とする微
細な有機物粒子のこと。通常は、その表面や内
部に繁殖した微生物群集を伴う。

　魚を捕食する性質のこと。ブラックバスなど
は魚食性が強く、こういった魚を特に魚食魚と
呼ぶ。

　世界共通で生物の種および分類に付けられる
名称。属名 + 種小名をイタリックで記載する。

 
　日本語の種名で、日本国内で統一的に使われ
ているもの。これに対し学名は国際的な命名規
約に基づく名称で、全世界で統一して使われてい
る。たとえば、一般的に使われるウナギの標準
和名はニホンウナギ、 学名は Anguilla japonica
である。

　1 個体のメスが、卵巣の中に保持している卵
の数のこと。1 個体のメスが産むことのできる
最大限の卵数。孕卵数だらんすう ともいう。

　水中にある石や倒木などの基質に固着して生
活する藻類の総称。水苔や水垢と呼ばれること
が多い。

　生物が卵の膜（殻）を破って外界に出ること。
卵がかえること。

　親の性質（体の形など）が子に伝わる現象を
遺伝と呼び、親の性質を子に 伝える仲介をする
のが遺伝子である。 遺伝子の本体は細胞内に
ある DNA（デオキシリボ核酸）と呼ばれる分子
であり、この分子に遺伝情報が保存されている。

　異なる遺伝情報を保存した遺伝子が交流す
ると、様々な性質の個体が出現する。このよう
な遺伝的性質の多様性を遺伝的多様性という。
遺伝的多様性があることにより、種として様々
な環境の変化に適応できる。
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•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•
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遺伝子

標準和名
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魚食性

デトリタス

BOD　　　　　　　- COD

バックウォーター

亜種   （ひょうじゅんわめい）

  （ふちゃくそうるい）

抱卵数  （ほうらんすう）

  （ふか）

  （いでんし）

  （がくめい）

  （ぎょしょくせい）

  （びーおーでぃー）　　　    （しーおーでぃー）

  （あしゅ）■ 図書

遺伝的多様性  （いでんてきたようせい）
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　多くの魚の食道の入り口付近には、 咽頭骨と
呼ばれる骨がある。この咽頭骨の上に並ぶ歯を
咽頭歯と呼び、餌をかみ砕く役目を持っている。
特にコイ科の魚は、種によって咽頭歯の形が特
殊化しており、分類に使われる。

　代表的な藻類の一群。細胞壁に珪酸を多く含
む。

　コイヘルペスウイルスによってマゴイとニシ
キゴイに発生する病気。鰓の退色やびらん（た
だれ）などが見られる。感染したコイから水を
介する接触により別のコイに感染するが、コイ
以外の魚やヒトには感染しない。

　繁殖期に見られる特有の体色。追星と同じく
オスに現れることが多い。

　ある限られた地域にしか生息しない生物（種）
をその地域の固有種と呼ぶ。日本の淡水魚では、
琵琶湖に固有種が多く見られる。

　親と全く同じ遺伝子を持った子をその親のク
ローンと呼び、遺伝的な形質 （性質）が親と全
く同じ個体となる。クローンで構成される集団
をクローン家系ともいい、全ての個体が同じ遺
伝情報を持つため、遺伝的多様性を欠く。

 
　
　漁業法及び水産資源保護法に基づいて、長野
県が制定した漁業に関する規則。魚類をはじめ
とする水産資源の保護を目的とし、乱獲による
資源の枯渇が起こらないように、漁具や漁法な
どを制限している。

　繁殖期に魚の体の表面に現れる突起物のこと
で、オイカワやウグイなどに 顕著に見られる。
種によって位置や形が異なるが、たいていの場
合白色で、オスのみに見られる。

　サケ科の魚の稚魚～未成魚の期間に見られ
る小判型の横斑を特にパーマークという。parr
はサケ科魚類の稚魚及び未成魚を表す英語。

　海水魚や通し回遊魚が、何らかの理由で淡水
域に閉じこめられて、淡水中で生活史を完結さ
せるようになること。

　卵を産みつけるために魚自身が造成する産卵
場所。イワナなどサケ科の魚の多くはメスが
川底の砂礫を掘って、 すり鉢状の産卵床をつく
る。

　生物が生まれ、成体となって次世代 の子孫
を残して死ぬまでの過程のこと。 1 世代ごとに
繰り返されることから、生活環（ライフサイク
ル）ともいう。

 
　池や湖など流れない水または水域のこと。こ
れに対して、河川は流れがあることから、流水・
流水域という。

　水域に生息する生物の中でも底質に生息する
生物の総称でありベントス(Benthos)ともいう。
川底の石を持ち上げたときに、石について動く
生き物のほとんど。

　水底を主な生活場所とする多くのハゼ類やド
ジョウ類などの総称を底生魚という。これに対
して、水底から離れて生活するアユやウグイ、
コイなどの総称を遊泳魚という。

　外来生物（海外起源の外来種）であって、生
態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及
ぼすもの、又は及ぼすおそれがあり、外来生物
法によって指定された種。魚類では、オオクチ
バス、コクチバス、ブルーギルなど 26 種が該
当する。

　もともとその水域に生息している魚を在来魚
といい、自然分布域外に人が関与する行為に
よって移動させられた魚類を外来魚という。自
然に移動する回遊魚は在来魚。

 
　

コイヘルペス

産卵床

生活史

婚姻色

珪藻

固有種

追星

長野県漁業調整規則咽頭歯 止水・止水域

陸封

底生動物

  

  （さんらんしょう）

  （せいかつし）

  （こんいんしょく）

  （けいそう）

  （こゆうしゅ）

  （おいぼし）

  （ながのけんぎょぎょうちょうせいきそく）
  （いんとうし）   （しすい・しすいいき）

  （りくふう）

  （ていせいどうぶつ）

クローン

パーマーク  

底生魚・遊泳魚  （ていせいぎょ・ゆうえいぎょ）

特定外来生物  （とくていがいらいせいぶつ）

在来魚・外来魚  （ざいらいぎょ・がいらいぎょ）
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